

















確率変数 X1, X2, ..., Xn に、ｎ種類のリスクファクターを想定する。確率変数 X1, X2, ..., Xn の同時密度関数
F (x1, ..., xn)と各変量の周辺分布関数 F1, F2, ..., Fn を考えるとき、





F (x1, x2, x3) = C1,2,3(F1(x1), F2(x2), F3(x3)) (2)




f(x1, x2, x3) = f1(x1)f2(x2)f3(x3)c1,2,3(F1(x1), F2(x2), F3(x3)) (3)






















ui,t = Fi(zˆi,t)、i = 1, ..., 5、t = 1, ..., 250 (6)
3. 3.で得られた ui = (ui,1, ..., ui,250)をもとにヴァインコピュラを適用し、ヴァイン構造とパラメータを推定
する。
4. 今回 10000回のシミュレーションを行う。推定されたヴァイン構造もパラメータをもとにシミュレーション




となり、シミュレーションされた残差 (zˆ1,251, ..., zˆ5,251)が得られた。
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